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                 第６学年  算数科学習指導案  

              日  時  平 成 ２ ８ 年 ９ 月 ３ ０ 日 （ 金 ） ５ 校 時  

              児  童  男 ７ 名  女 ６ 名  計 １ ３ 名  

              指 導 者  高 橋  啓 介  

                   

 

１ 単元名  速さの表し方を考えよう 

 

２   単元について 

（１）教材について 

     本単元は、第６学年の内容に基づいて設定されている。 

 Ｂ 量と測定 

（４）速さについて理解し、求めることができるようにする。 

     本単元では、速さを比べるには単位量当たりの大きさの考えを用いることを学習

する。時間と道のりという２種の量の割合を、速さという１つの量としてとらえる。

このように、異種の２量を比べる考え方は、第５学年の「単位量あたりの大きさ」

で混み具合を比べる学習の中で経験しているので、これを引き継いだ学習というこ

とになる。  

   速さは、日頃から慣れ親しんでいる言葉ではあるが、２量のうちの１つが実際に

は目に見えない「時間」であるということから、児童にとっては、理解しにくい内

容である。そこで、実際に体験活動を行って、実感を伴いながら、速さは何と何で

決まるのかを意識させ、既習の単位量当たりの大きさの考えを生かせばよいことに

気づかせ学習を進めていく。  

 

（２）児童について 

   児童は、算数の学習に真面目に取り組み、学習課題や練習問題にも一生懸命取り

組んでいる。しかし、自分の考えに自信がもてず、発表に消極的な児童もいる。そ

こで、問題把握や課題設定、見通しをもつ場面などにおいて適宜近くの席の児童と

の相談タイムを取り入れている。相談タイムでは、抵抗なく互いに教え合ったり、

質問し合ったりすることができるようになってきており、分からなかったことが分

かるようになったり自分の考えに自信がもてるようになったりすることで、自分の

考えを発言しようとする児童が多く見られるようになってきた。  

   学 び 合 い の 段 階 で は 、 こ れ ま で の 指 導 を 通 し て 「 同 じ で す 」 「 分 か り

ま す 」 「 付 け 足 し ま す 」 な ど 、 友 達 の 考 え に 反 応 し な が ら 学 習 に 参 加 す

る こ と が で き る よ う に な っ て き て い る 。 今 後 は 、 「 質 問 」 「 気 付 い た こ

と 」 「 言 い 換 え る 」 「 意 見 表 明 」 な ど の つ な げ 方 を 指 導 し て い き 、 さ ら

に 学 び 合 い が 深 め ら れ る よ う に し て い き た い 。  

   適 用 問 題 を 解 く 場 面 で は 、 ３ ～ ４ 人 の グ ル ー プ で 取 り 組 ん で い る 。 分

か ら な い と こ ろ を 聞 い た り 、 一 緒 に 答 え を 確 認 し 合 い 間 違 い が あ れ ば そ

の 原 因 を み ん な で 考 え 合 っ た り す る こ と で 、 み ん な で 問 題 に 取 り 組 も う

と す る 態 度 が 育 っ て き て い る 。  

 

   本単元に関わるレディネステストの結果は、次の通りである。 

＜既習＞ 

・単 位 量 あ た り の 大 き さ を 用 い て 、混 み 具 合 を 比 べ る・・・・・・ １ ５ ％  

・ 全 体 量 か ら 、単 位 量 あ た り の 大 き さ を 求 め る ・・・・・・・・・ ９ ２ ％  

・ 単 位 量 あ た り の 大 き さ か ら 、全 体 量 を 求 め る ・・・・・・・・・ ８ ４ ％  

＜未習＞ 

・ 単 位 量 あ た り の 大 き さ を 用 い て 、速 さ を 比 べ る ・・・・・・・・ ３ ８ ％  

・「 時 速 」の 意 味 を 知 り 、速 さ と 時 間 か ら 道 の り を 求 め る ・ ・・・ ４ ６ ％  
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   単位量あたりの大きさを用いて、混み具合を比べる問題では、一人あたりの面積

を求めて比べている児童がほとんどであった。しかし、それらの児童は１人あたり

の面積を求めて比べる場合は数が小さいほど混んでいるといえるのに、数が大きい

方を混んでいると答えていた。そこで、混み具合を比べる時には数が大きい方が混

んでいるといえる１㎡あたりの人数を求めて比べる方が分かり易いということをも

う一度確認する。そして、速さを求めるときも時間を１にそろえると数が大きい方

が速いといえるので分かり易いということにつなげていきたい。  

   単位量あたりの大きさを用いて、速さを比べる問題では、正答率は低かったもの

の 13 名中 9 名の児童が速さか時間を１にそろえて比べようとしていた。このことか

ら、児童は単位量あたりの大きさを用いれば速さも比べることができると考えてい

ることが分かる。  

   また、「 時 速 」 の 意 味 を 知 り 、 速 さ と 時 間 か ら 道 の り を 求 め る 問 題 で は

正 答 率 が ４ ６ ％ で あ っ た 。こ の こ と か ら 約 半 数 の 児 童 が 時 速 の 意 味 に つ い

て 理 解 し て お り 、速 さ と 時 間 か ら 道 の り を 求 め る こ と が で き て い る と い う

こ と が 覗 わ れ る が 、 そ れ ら の 関 係 を 確 実 に と ら え ら れ る よ う に し た い 。  

 

（３）指導について  

   本単元の指導にあたっては、単に公式を覚えるのではなく、第５学年で混み具合

を比較したときに、２量の一方をそろえて比べること、一方の量を１にするとよい

ことなどを学習したことを想起させ、速さを数値化する方法について丁寧に扱い、

公式を導き出していくようにしていく。  

   速さの公式を学習した後、速さから道のりや時間を求める方法を考える。その際

には、数直線を用いることで異種の２量の関係を十分に捉えさせながら求める方法

を考えていくようにしていく。さらに、時間について単位換算する際には、 5 年生

で分数を使って時間を表した学習を想起させ、分数を活用するとよいことに気付か

せていく。また、速さが一定のときの時間と道のりの関係を比例関係としてとらえ

ていくために文字式や表を利用していく。  

   学 習 サ ポ ー ト は 、 主 に 学 習 内 容 が 十 分 に 理 解 で き て い な い 児 童 へ の 支

援 を 行 う 。 自 力 解 決 の 時 に 自 分 の 考 え が も て な い 児 童 が い た ら 個 別 に 支

援 を し た り 、 学 習 サ ポ ー ト の 近 く に 集 め 支 援 し た り す る 。 ま た 、 適 用 問

題 を 解 く 際 に 、 つ ま ず い て い る 児 童 が い た ら 適 宜 助 言 を し 、 問 題 を 解 決

す る こ と が で き る よ う に し て い く 。  

 

３ 単元の目標 

速さについて理解するとともに、求めることができるようにし、生活や学習に活用

する能力を伸ばす。 

【関心・意欲・態度】 

速さを単位量当たりの大きさの考えを用いて数値化したり、実際の場面と結び付け

て生活や学習に用いたりしようとする。 

【数学的な考え方】 

速さの表し方や比べ方について、単位量当たりの大きさの考えを基に数直線や式を

用いて考え、表現することができる。 

【技能】 

   速さに関わる数量の関係において、速さや道のり、時間を求めることができる。  

【知識・理解】 

   速さは単位量当たりの大きさを用いると表すことができることを理解する。  
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４ 教材の関連と発展  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 指導計画（１１時間）  

時 目 標 学 習 活 動 おもな評価規準 

（1）速さ p.108～117 ９時間 

１ 〔プロローグ〕 

p.108の絵を提示し，長さを決めたり，時間を決めたりして，歩く速さを変えて「速さ」を決める量

を体験的にとらえる。 

所要時間は15～20分程度 

○距離と時間のどちらも

異なる場合の速さの比

べ方を考えることを通

して，速さは単位量当

たりの大きさの考えを

用いて表せることを理

解する。 

走った距離，時間が異なる人の速さ

の比べ方を考える。 

□関 速さの比べ方を，単位量当たり

の大 きさ の考 えを 用 い て考え

ようとしている。 

□考 単位量当たりの大きさ の考え

を基に，速さの比べ方を式を用

いて考え，説明している。 

２ 時間をそろえて1秒間当たりの距離

で比べたり，距離をそろえて1m当たり

の時間で比べたりすればよいことを

まとめる。 

３ ○速さを変えて歩く時間

や走る時間を測定する

活動を通して，速さの

表し方への興味を広げ

る。 

前時の学習を基に，自分の歩く速さ

や走る速さを求め，速さの表し方を考

える。 

□関 学習内容を適切に活用して，活

動に取り組もうとしている。 

４ ○速さを求める公式を理

解し，それを適用して

速さを求めることがで

きる。 

○時速，分速，秒速の意

味を理解する。 

新幹線のはやて号と、のぞみ号の速

さを比べる。 

速さを求める公式をまとめる。 

「時速」「分速」「秒速」の意味を知

り，公式を用いて速さを求める。 

□技 速さの表し方を基に，速さを求

める公式をつくり，速さを求め

ることができる。 

□知 時速，分速，秒速の意味を理解

している。 

５ ○道のりを求める公式を

理解し，それを適用し

て道のりを求めること

ができる。 

ツバメの速さと時間から道のりの

求め方を考える。 

道のりを求める公式をまとめ，公式

を用いて道のりを求める。 

□技 速さを求める公式を用いて，速

さと 時間 から 道の り を 求める

公式を導き，道のりを求めるこ

とができる。 

６ ○速さと道のりから時間

を求める方法について

理解する。 

台風の速さと道のりから時間の求

め方を考える。 

時間をx分として式に表し，時間を

求める。 

□技□技 道のりを求める公 式を用

いて，速さと道のりから時間を

求めることができる。 
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７ ○時間を分数で表して，

速さの問題を解決する

ことができる。 

時間を分数で表し，車いすで走る速

さや飛行機のかかる時間を求める。 

□技 時間を分数で表して，手ぎわよ

く問 題を 解決 する こ と ができ

る。 

８ ○速さが一定のときに，

道のりと時間が比例の

関係にあることを理解

する。 

分速13㎞で飛ぶ飛行機について，飛

んだ時間を x分，飛んだ道のりを ykm

として，道のりを求める式を書き，表

にまとめる。 

飛んだ時間と飛んだ道のりの関係

を調べ，飛んだ道のりは，飛んだ時間

に比例していることを確かめる。 

□知 速さが一定ならば，道のりは時

間に 比例 する こと を 理 解して

いる。 

９ 

本

時 

○作業の速さも単位量当

たりの大きさの考えを

用いて比べられること

を理解する。 

1時間で90枚印刷する機械と12分で

20枚印刷する機械の速さを比べる。 

□考 単位量当たりの大きさ の考え

を用いて，作業の速さなどの比

べ方を考え，説明している。 

まとめ p.118～119，243 ２時間 

10 ○学習内容を適用して問

題を解決する。 

「力をつけるもんだい」に取り組む。 □技 学習内容を適用して，問題を解

決することができる。 

11 ○学習内容の定着を確認

し，理解を確実にする。 

「しあげ」に取り組む。 

 

□知 基本的な学習内容を身 につけ

ている。 

【発展】巻末p.243の「おもしろ問題にチャレンジ！」に取り組み，単元の学習内容を基に速さについ

ての理解を深める。 

 

６ 本時の指導 

（１）目標 作業の速さも、単位量あたりの大きさの考えを用いて比べられることを理

解する。  

（２）評価規準 

観  点  概ね満足できる児童の姿  努力を要する児童への手立て 

 

【数学的な考え方】 

 

単 位 時 間 あ た り に 印 刷 で

き る 枚 数 を 根 拠 に 、 ど ち ら

の プ リ ン タ ー の 方 が 、 作 業

が 速 い か 説 明 し て い る 。  

 １ 時 間 あ た り に 印 刷 で き る 枚 数

を 考 え さ せ 、 ど ち ら の プ リ ン タ ー

が 多 く 印 刷 で き る か 捉 え 、 ど ち ら

の プ リ ン タ ー の 作 業 が 速 い か 気 付

く こ と が で き る よ う に し て い く 。  

 

（３）研究主題に関わっての授業構想  

  単位時間あたりに印刷できる枚数を求めた後、「どちらのプリンターの作業が速い

といえるのか」を全体で話し合う活動を行う。１時間あたりの作業量でも１分あたり

の作業量でも比較できること、その求めた作業量が大きいほど速いことに気付かせる。

また、その作業量を根拠に、どちらが速いと言えるのか全員が説明できるようにして

いきたい。  

  振り返りでは、「学習して分かったこと」「だれのどんな発言や説明で分かるよう

になったか」という観点で書く活動を行い、学習したことを自分で整理し価値づける

ことができるようにしていく。  
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（４）展開 

 

段階 

 

 

 

      学習活動 

 

 

  

 主な発問と 

  予想される児童の反応 

 

・指導上の留意点 

○主題に関わる留意点 

◇つまずきへの手立て 

【考】評価 

  

つ 

 か 

 む 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

 分 

 

１  問題を把握する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  課題を設定する。  

 

 

 

 

 

３  解決への見通しをもつ。 

 

○ 問 題 を 読 ん で 気 づ い た

こ と を 出 し 合 い ま し ょ

う 。  

・Ａ の プ リ ン タ ー は １ 時 間

で ９ ０ 枚 印 刷 で き る 。  

・Ｂ の プ リ ン タ ー は １ ２ 分

で ２ ０ 枚 印 刷 で き る 。  

・ 速 く 印 刷 で き る の は 、

ど ち ら の プ リ ン タ ー か

き い て い る 。  

・ Ａ の プ リ ン タ ー は 時 間

Ｂ の プ リ ン タ ー は 分 で

あ る 。  

・ こ れ ま で は 移 動 す る 速

さ で あ る が 、 今 日 は 印

刷 す る 速 さ を 比 べ る 。  

 

 

○ 今 日 は 、 移 動 の 速 さ で

は な く 、 何 の 速 さ に つ

い て 比 べ ま す か 。  

・ 印 刷 の 速 さ 。  

・ 作 業 の 速 さ 。  

○ こ れ ま で 、 速 さ を 比 べ

る と き に は 、 何 を 求 め

て 比 べ ま し た か 。  

・ 単 位 時 間 あ た り に 進 む

距 離 。  

○ 今 日 は 、 進 む 距 離 で は

な く 何 を 求 め れ ば い い

で す か 。  

・ 単 位 時 間 あ た り に 印 刷

で き る 枚 数 。  

・ 「 分 か っ て い る こ と 」

「 聞 か れ て い る こ と 」

「 気 づ い た こ と 」 「 こ

れ ま で と 違 う と こ ろ 」

を 観 点 に 、 気 づ い た こ

と を 発 表 さ せ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 本 時 で は 、 作 業 の 速 さ

を 比 べ て い く こ と を お

さ え る 。  

 

 

 

 

 

 

 

・「 １ 分 か 1時 間 あ た り に

印 刷 で き る 枚 数 を 求 め

て 比 べ る こ と 」 を 解 決

へ の 見 通 し と し て お さ

え る 。  

  

確 

 か 

 め 

 る  

 

 

 

 

 

 

 

４  課題解決をする。 

⑴自力解決をする。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ １ 時 間 あ た り に 印 刷 で

き る 枚 数  

＜ Ａ の プ リ ン タ ー ＞  

１ 時 間 で ９ ０ 枚  

＜ Ｂ の プ リ ン タ ー ＞  

20×（ 60÷12）＝ 100 

         100枚  

 

 

 

 

 

・ 速 く 終 わ っ た 児 童 に は

別 の 方 法 も 考 え る よ う

に す る 。  

＊ 机 間 巡 視 し な が ら 、つ

ま ず い て い る 児 童 を

支 援 す る 。 （ 学 サ ）  

 

 

 

 

 

作業をする速さの比

べ方を考えよう。  

Ａ、Ｂ２つのプリンターがあ

ります。縦が８９ｍｍ、横が  

１２７ｍｍのカラー写真を、  

Ａのプリンターは１時間で９０

枚、Ｂのプリンターは１２分で  

２０枚印刷することができます。 

速く印刷できるのは、どちら

のプリンターですか。 
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確

か

め

る  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０  

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 集 団 解 決 を す る 。  

○ 全 体 で 話 し 合 う 。  

・ １ 分 あ た り に 印 刷 で き

る 枚 数  

＜ Ａ の プ リ ン タ ー ＞  

90÷60＝ 1.5  

       1.5枚  

＜ Ｂ の プ リ ン タ ー ＞  

20÷12＝ 1.66…  

 

       1.6 6… 枚  

 

 

○ こ の 式 は 、 何 を 求 め た

の で し ょ う か 。  

・ １ 分 あ た り に 印 刷 で き

る 枚 数 。  

・ １ 時 間 あ た り に 印 刷 で

き る 枚 数 。  

○ こ の 結 果 か ら 、 ど ち ら

が 速 い と 言 え ま す か 。  

・ Ｂ の プ リ ン タ ー の 方 が

速 い で す 。 な ぜ な ら 、

１ 分 あ た り や １ 時 間 あ

た り に 印 刷 で き る 枚 数

が 多 い か ら で す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ １ 時 間 あ た り と １ 分 あ

た り の 作 業 量 を 求 め る

式 を ホ ワ イ ト ボ ー ド に

書 か せ て 提 示 す る 。  

 

 

・ ど ち ら の プ リ ン タ ー が

速 い と い え る か ノ ー ト

に 書 く 。  

【 考 】 単 位 時 間 あ た り に

印 刷 で き る 枚 数 を 根 拠

に 、 ど ち ら の プ リ ン タ

ー の 方 が 、 作 業 が 速 い

か 説 明 し て い る 。  

（ ノ ー ト の 記 述 内 容 ）  

（ 説 明 の 様 子 の 観 察 ）  

 

ま 

 と 

 め 

 る 

 

 

 

 

 

１ ５

分  

 

 

６  学習のまとめをする。 

 

 

 

 

 

７  適用問題を解く。  

○ P117△ ７ に 取 り 組 む 。 

 

 

 

８  本時の学習を振り返る。 

○ 振 り 返 り を 書 く 。  

○ 振 り 返 り を 発 表 す る 。 

 

９  次時の学習を知る。 

○ 作 業 を す る 速 さ も 、 何

を 求 め る と 比 べ る こ と

が で き ま し た か 。  

・ １ 分 や １ 時 間 あ た り に

作 業 で き る 量 。  

 

 

 

 

 

 

○ 「 学 習 し て 分 か っ た こ

と 」 を 振 り 返 り に 書 き

ま し ょ う 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 机 間 巡 視 し な が ら 、 つ

ま ず い て い る 児 童 を 支

援 す る 。   （ 学 サ ）  

 

○ 振 り 返 り の 観 点 を 基 に

記 述 さ せ る 。  

 

  

 

 

 

 

作業をする速さも、

単位時間あたりにどれ

だけの作業をするかで

比べることができる。  
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７ 板書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題文  ○課作業をする速さの比べ方を考

えよう。  

○ま作業をする速さも、単位時間あ

たりにどれだけ作業をするかで比

べることができる。  

 ・1分や1時間あたりに印刷

できる枚数を求める。  

 

適用問題  ＜１時間あたり＞  

Ａのプリンター  

 

１時間 ９０枚  

 

Ｂのプリンター  

60÷12＝5 

 5×20＝100 

    １００枚  

＜１分あたり＞  

Ａのプリンター  

90÷60＝1.5 

    １．５枚  

 

Ｂのプリンター  

20÷12＝1.66…  

    1.66…枚  

単位時間あたりにどれだけ作業で

きるか求めて比べる。  


